
  今月は、学校再編による遠距離通学者への支援に向けた取組みの他、事前交流事業の一環として実施した

「音楽創造プロジェクト～音のちからプログラム～」の様子などについてお知らせします。 

2026年 

 「スクールバス運行に関する連携協定」を締結しました 

 学校再編による遠距離通学者への通学支援策は、 

特に保護者等の関心が高い事項です。教育委員会で

は、遠距離通学者の負担軽減を図るため、スクール 

バスの運行を基本とした支援策を検討しています。 

 この検討をさらに効果的に進めていくため、７月 

１３日に、スクールバスの運行に実績のある市内事業

者３社（株式会社大堰観光バス、秩父鉄道観光バス 

株式会社、株式会社協同バス）と「スクールバス運行

に関する連携協定」を締結しました。 

 今後は、事業者のアドバイスをいただくとともに、

交通政策の視点も採り入れながら、児童生徒の安心・

安全な通学の実現に向けて検討を進めていきます。 

左から、秩父鉄道観光バス株式会社 渡邊 朋夫代表取締役社長、株式会

社大堰観光バス 長島 豊代表取締役、行田 邦子市長、渡辺 充教育長、

株式会社協同バス 鈴木 貴大代表取締役社長 

 音楽創造プロジェクト～音のちからプログラム～を実施しました 

 ７月９日・１０日、世界的指揮者である西本

智実さんを講師に迎え、「音楽創造プロジェ 

クト～音のちからプログラム～」を実施しま 

した。 

 これは、Ｂブロック新校の設置に向け、再編

対象校の子どもたちの事前交流の一環として 

実施したもので、令和１２年度の新校開校時に

最高学年の９年生となる、現在の５年生が参加

しました。２校ずつペアになって、合唱曲であ

る「つる」、「トランペット吹きながら」に込

められた思いや物語に触れながら、西本さんか

ら歌うことや表現することの楽しさを学びま 

した。 

 この日に初めて出会った児童たちは、音楽を

通じて心を通わせる貴重な時間を過ごすととも

に、多くの仲間で一つのものを作り上げていく

喜びを体験することができました。 

 このプロジェクトは本年度４回実施する予定

です。 



問い合わせ 行田市教育委員会教育総務課 TEL:５５６ー８３１１ Eメール：kyouiku-s@city.gyoda.lg.jp 

 基本設計業務を行う事業者が「株式会社 石本建築事務所」に決定しました 

 Ｂブロック新校の基本設計を行う事業者を募集した

ところ、３者から応募がありました。 

 各事業者のこれまでの業務実績や配置技術者の実

績、さらにはプレゼンテーションによる技術提案及び

ヒアリング審査を行った結果、最も高い評価点を獲得

した 株式会社 石本建築事務所 を基本設計業務委託の

事業者として選定しました。 

 同社は、これまで大きな規模の義務教育学校や小中

一貫教育を実践する併設型小学校・中学校の建設に係

る基本設計や実施設計を数多く手掛け、豊富な経験を

有しています。 

 今後は、教職員を中心に意見を聞きながら、同社と

共に基本設計の作成に取り組みます。 

 これからの学校づくりシンポジウムを開催します 

 本市が設置を目指す義務教育学校と同規模の義務教

育学校を設置し、魅力的な教育活動を行っている  

「つくば市」。義務教育学校について学ぶ第２弾の 

講演会として、つくば市教育委員会の柳下副教育長を

お招きし、先進的な取組みについてご紹介いただくと

ともに、これまでの説明会等で市民の皆様からいただ

いた疑問について、本市の渡辺教育長と対談形式で 

お答えいただきます。 

株式会社 石本建築事務所が提示

した新しい学校のイメージ 

プロポーザル実施結果の

詳細については、下の二

次元バーコードを読み

取って、ご覧ください。 

● 日時 令和８年９月１２日(土)午後２時～３時３０分 

● 会場 教育文化センター「みらい」文化ホール 

● 内容 つくば市柳下副教育長による基調講演 

     つくば市柳下副教育長×渡辺教育長との対談 

右の二次元バーコードを読み取って、お申込

みください（９月９日（水）まで）。 

▼問い合わせ 教育総務課☎048-556-8311 

 先進地視察を行いました ～茨城県つくば市立秀峰筑波義務教育学校を視察～ 

 ７月３０日、つくば市立秀峰筑波義務教育

学校を視察しました。同校は、市内北部に 

位置し、７小２中の再編により設置された 

施設一体型の義務教育学校です。 

 同校では、朝の通学時にスクールバスを 

２０台程度運行していることから、本市が設

置を目指す義務教育学校の参考とするため視

察を行いました。 

 この日は、主にスクールバス運行に係る 

運用方法について、学校関係者から説明して

いただくとともに、児童生徒の動線に配慮し

た諸室の配置や各室の使用状況などの観点

で、施設を見学しました。 

 新校開校に向けて、今後も様々な先進地視

察を行い、好事例を取り入れていきます。 

多くのスクールバスが停車可能なように

ロータリーを整備しています。 

廊下部分に広いスペースを設け、多様

な教育活動に対応できるようにしてい

ます。 

不登校気味の児童生徒の居場所となる

「ハートフルＳルーム※」を整備。居心

地が良い空間となるよう家具も工夫して

います。 

※ 「ハートフルＳルーム」：ＳとはSafe・Select・Special・

Support・Spaceの「S」。市内51校全校に設置。基本、教員免

許保有の支援員と補助員の２人体制で支援。 

理科室は３室設置され、内容に応じて

他の教室も利用されています。 


